本装置の運用および保守について説明します。 


日常の保守 (^342 ページ） . 

保守ツール(一347ページ） . 

システム彰断(一352ページ） ....... 

障害時の対処(一355ページ） ....... 

移動と保管(^408ぺージ） . 

ユーザーサポート （一409ぺ ージ) 


本装置を日常使う上で磕認しなければならない点 
やファイルの管理、クリーニングの方法について 
説明します。 

本装置専用の保守ツールの使い方について説明し 
ます。 


本装置専用の診断ユーティリティの使い方につい 
て説明します。 

故障かな？と思ったときに参照してください。卜 
ラブルの原因の確認方法やその対処方法について 
説明しています。 

本装置を移動-保管する際の手順やを意事項につ 
いて説明します。 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明 
します。サービスは NEC および NEC が認をした 
保守サービス会社から提供されるちのです。ぜひ 
ご利用ください。 


ONL- 己 10 001 03-1 40Rf4-000-04-08 10 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / ServerManag がにアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックする画面 



77^ルの mm < s > ホモが \ 

句 B | y | 圳卸が II 


.卜[(すべて） 

I が一れ M 


田システムドライフ、、 ONLINE Mylex System Drive 199 口 

—物巧テ''が'イス ONLINE Mylex Physical Device 獻 F2 

.Mylex System Drive 脚 F2 

Mylex Physical Device 贼 F2 


]巧觀リ j 

1999/D5/0611 


因システムドライ T'CRITICAL t 
睡观テ’‘がイス DEAD I 


1 9.0.22 1 999/D5/06 11：21 ESMPR0/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：21 ESMPR0/SM 
110.11 9.0.22 1999俯/0611丑〇 ESMPRO/SM 
110.11 9.0.22 1999/05/0611：20 ESMPRO/SM 


を巧4件.ホ読2件 


r 卿 r 芭去■阿 


アラー トビ ユーア 


7■— タヒュー ソノ 
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ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本装置の電源を OFR こする前 
に、本装置前面にあるランプや、 2.5 インチディスクベイに搭載している八ードディスクド 
ライブのランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容については r 八ード 
ウェア編」の102ページをご覧ください。万一、本装置の異常を示す表示が磕認された場合 
は、保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 



走:期的に本装置の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勤 
めします。本装置に最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについ 
てはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


八ードウエアの構成を変更したり、目 I 0 S の設定を変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さいの5ページ参照)。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 RAID システムのコンフィグレーション情報の 
バックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブの故障じよるリビル 
ドを行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勤めしま 
す。コンフィグレーション情報は r ソフトウてア編」または EXPRESSBUILDER に格納されて 
いるオンラインド羊ュメントを参照してバックアップをとってください。 


運用•保守編 
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ク IJ — ニング 


本装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 





AA 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^：、ずお守りください。人び 
死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 m ページ似降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - RW / DVD - ROM 装置の内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本装置のクリーニング 


本装置の外観のミちれは、柔らかい布でふき取ってください。ミちれが落ちにくいときは、次の 
ような方まできれいになります。 

H-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本装置背面のコネクタ、本装置内部は絶対に水などでめ5さな 
いで < ださい。 

1. 本装置の電源が OFF ( POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2. 本装置の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい布を浸し、よく紋る。 

己. 本装置のちれた部分を手順4の布で少し強めにこすってミちれを取る。 

巨. 真水でめ6してよく殺った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で本装置背面にあるファンの排気□(こが着しているほこりをふき取る。 


344 













キーボード/マウスのクリーニンク 

キーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯) 
になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズじ回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1. 本装置の電源が OFF (POWER ランプ消の）じなっていることを確認する。 

2 . マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りじ回して中か6マウスボール 
を取り化す。 

3. マウスボールを乾いた柔6かい巧などで 
ふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つのルさな□-ラを 
綿棒などでふ<。 


ミちれがひどいときはアルコールなどを少 
量含ませてふいてください。 

己.マウスボールをマウスの中(こ戻す。 

手順3、4でマウスボールや□-ラをめ6 
した場合は、十分に乾燥させてか6ボー 
ルを入れてください。 

目.マウスボールカバーを元(こ戻して、時計 
回 LJ (こ回して□ックする。 



マウス底面 
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CD/DVD-ROM のクリーニング 

CD / DVD - ROM じほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを 
正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD / DVD - ROM のクリーニング 
を行います。 

1. 本装置の電源が ON ( POWER ランプ点好）になっていることを確認する。 

2. CD - RW / DVD - ROM 装置前面の CD / DVD - ROM トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD - RW / DVD - ROM 装置か6化てきます。 

3. CD / DVD - ROM を軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 

I n-Oira 

I CD/DVD-ROM の信号面に手び触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

p-oira 

CD-RW/DVD-ROM 装置のレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作 
の原因となります。 

己. トレーを CD - RW / DVD - ROM 装置に戻す。 

目. CD / DVD - ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 



CD/DVD-ROM は、中/こ、か5が側に向けてふいてください。ク 
リーナをお使いになるときは、 CD/DVD-ROM 専用のクリーナ 
であることをお確かめください。レコード用のスプレー、クリー 
ナ、 ベンジン、シンナーを使用ずると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、本装置にそのディスクをセットした結果、故障した 
りずるおそれびありまず。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期闇や寿命についてはテープドライブじ添付の説明書を参照してください。 
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巧ず；/-ル 


保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのツールです C 


巧巧ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express サーバの順(こ電源を ON (こします。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットします。 

3. DVD をセットした6、リセットするレ(：が> + <八1ゎ+ <〇6|6ぉ>キーを押す）か、電源を OFF/ON 
して Express サーバを再起動します。 

DVD か 6 J ： rF のような Boot selection メニューが起動します。 


Maintenance Tools(Normal mode): 
□一カルコンソールで保守、ソールを使用 
する場合に選択します。 


Maintenance rools(Redirection mode): 
コンソールレスで保守、ソールを使用する場 


合に選択します。 



w-Ob^ 

メニューの初期選択は ros installation 」 となっています 。 Boot selection メニュー表示後、 
10砂間操作び行われない場台は、 rOs installation 」 び自動で起動しまず。 
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4. □—カル〕ンソールを使用する場合は 「Maintenance Tools(Normal mode)」 を、コンソールレス 
で使用する場合は 「Maintenance Tools(Redirection mode)」 を選択します。コンソールレスにつ 
いてはこの後の r コンソールレス」を参照してください。 

じ(下に示す Language selection メニューを表示しまで。 



」apanese: 

U 降のメニューを日本語で 
表 W します。 


English: 

U 降のメニューを英語で表 
します。 


Return to previous menu: 
Boot selection メニューを 
表 w します。 


己. 「Japanese」 を選択します。 

「Japanese」 を選択すると次のツールメニューを表示します。 

メニユーの初期選択は 「 Japanese 」 となつています 。 Language selection メニユー表示後、 
己秒間操作び行われない場台は、 「 Japanese 」 び自動で起動します。 




□一カルコンソールを使用した場合 


コンソールレスの場合 


巨. をツールを選択し、起動します。 
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巧巧ツールの機能 


保守ツールでは w 下の機能を実行できます。 


• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 

n-O オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムです。オフライン保守 
ユーティリティを起動ずるとメニュー中にヘルプ(機能や操作方法を示す説明)びあります 
び、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保守サービス 
会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

オフライン保守ユーティリティを起動すると、 JU 下の機能を実行できます。 


- IPM 晴報の表示 

IPMKIntelligent Platform Management Interface ) じおけるシステムイベント□グ 
CEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守な換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特をす 
ることができます。 

-巨 IOS セットアップ情報の表示 

巨 IOS の現在の設を値をテ羊ストファイルへ化力します。 

-システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力 
したりします。 

-システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設をのバックアップ(退避)をします。バックアップを行う 
ことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 

■ I ： システム情報のバックアップ方法については、75ぺージで説明しています。なお、リスト 

ア(復旧）は操作を熟知した保ず員必外は行わないでください。 


-システムマネージメント機能 

巨 MCX 巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜 制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BIOS/FW Updating 

8 番街で配布される「を種目 lOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
目 IOS / FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種巨 IOS / FW のアッ 
プデートモジュール」については次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番街』： http // nec 8. com / 

を種目 IOS / FW のアップデートを行う手順は、配布される r 各種 BIOS / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容に従ってアップ 
デートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むことができ 
ます。 

I n-O BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでください。 
アップデート作業び途中で中斷されるとシステムび起動できなくなります。 


• ROM-DOS Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• rest and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上でを種テストを実行し、本体の機能お 
よび本体と拡張ボードなどとの接続を横査します。システム彭断を実行すると、本体に 
応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。後述の r システム彰断」を参照して 
システムチェック用プ□グラムを操作してください。 
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ンソールレス 


保守ツールは、本装置に车ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セット 
アップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機 
能を持っています。 


本装置似がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 m がの 
Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因となりまず。 

コンソール レスでは 、 「Boot selection 」 メニュー 中の 「Maintenance Tools 
(Redirection mode )」 を選択して下さい。その他を選択しても管理 PC には表示しま 
せん。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本装置の接続状態により、次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC か 5 実行する 

• ダイレクト接続 ( シリアルポート B) された管理 PC か 5 実行する 

起動方法の手順については 「 DianaScope 」 オンラインド羊ュメントを参照してください。 


■L 

rpn 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
CD - RW / DVD - R 0 M 装置び最初に起動ずるようになってないと使用できません。 

• LAN 接続は管理用 LAN か5のみ使用可能です。通常は管理用 LAN は管理用 LAN ポート 
を使用します。 SETUP を起動して rServer 」一 「BMC LAN Confi 呂 uration 」一 
rShared BMC LAN 」 を忙 nabled ] に設定すると、 LAN ポート 3 を管理用 LAN と共用 
することびでさます 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクび必要になります。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 


• 

Serial Port A: 

[Enabled] 


Base I/O address: 

[3F8] 


Interrupt: 

[IRQ 4] 

• 

Serial Port B: 

[Enabled] 


Base I/O address: 

[2F8] 


Interrupt: 

[IRQ 3] 

• 

BIOS Redirection Port: 

[Serial Port B] 

• 

Baud Rate: 

[19.2k] 

• 

Flow Control: 

[CTS/RTS] 

• 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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システム診断 

システム診断は本装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の rMaintenance Tools 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断してくださ 

い。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取りがけられているメモリのチェック 
• プ□セ、ソサ丰ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

I n-O システム診断を行う時は、必ず本装置に接続している LAN ケーブルをがしてください。接 

続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずおそれびあります。 

■ I : ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rE!7i^ 


システム診断の起動と終了 


システム彰断には、本装置に直接接続されたコンソール(キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 

I P-O 「保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つの方法を記載 

5^ していますび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポートのみを使用することびで 
をまず。 

1. シャットダウン処理を行った後、本装置の電源を OFR こし、電源コードをコンセントか6あく。 

2. 本装置(こ接続している LAN ケーブルをすべて取りかす。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本装置の電源を ON にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDERJDVD を使ってシステムを起動する。 

己. 本装置の〕ンソールを使用して起動する場合は 「 Main お nance Tools(Normal mode )」 を、コン 
ソールレスで起動する場合は 「Maintenance Tools(Redirection mode )」 を還択する。 

システム(こよっては 、 Language selection メニューが表示される場合があります。 

L チェック I Language selection メニューが表示された場合は 「 Japanese 」 を選択します。 
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巨 . TOOL MENU の 「Test and diagnostics」 を選択する。 


Test and diagnostics の 「 End-User Mode 」 を選択してシステム彰断を開始します。約3分で彰 
断は終了します。 

彭断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル： 

試験 Window タイトル： 
試験結果： 

ガイドライン： 

試験簡易 Window : 


彭断 ツールのを 称および バージョン 情報を表示します。 

彭断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

彭断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

Window を操作するキーの説明を表示します。 

彰断を実巧したを試験の結果を表示します。カーソル行で < Enter > キー 
を押すと試験の詳細を表示します。 


システム彭断でエラーをお化した場合は試験簡易 Window の該当する試験結果がホ < 反転表示し、 
ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーをお化した試験にカーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 

7. 画面最下段の「ガイドライン」じ従い < Esc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
Enduser Menu - 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result 〉: 
<Device Us わ： 
<Log lnfo >: 


< Option >: 

< Reboot >: 


前述の彭断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。 

試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができます。 

フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマツト済みのフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 < Save ( F )> を選択 
してください。 

オプション機能が利用できます。 

システムを再起動します。 


運用•保守編 
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8. 上記エンドユーザーメニューで <Reboo わを選択する。 

本装置を再起動し、システムが EXPRESS 目 ULDER か6起動します。 

9. EXPRESS 目 UILDER を終了し、光ディスクドライブか 6 DVD を取り化す。 

10. 本装置の電源を OFF にし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセント(こ接続する。 

U 上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇巧を磕認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。 



IE Mylex System Drive I99F2 
E Mylex Physical Device 旧 9F2 
5AL Mylex System Drive I99F2 
Mylex Physical Device 199 F2 


讀己^ 


つ 7 イルのお集 (. 


wi 回? cl 昼」 《L が1|_ 


ESMPRO/SM 

ESMPRO/SM 


サーバ/ワークステーション 
の障害発生簡所および障害内 
容を確認 


1 品を陣を 

がち. BIOS P— かド— 1W 川,-;.。 77mm 


ESMPRO/ServerManager 
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エラーメッセージ 


本装置になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本装置の電源を ON にすると自動的に実行される 
自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を橫化す 
ると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッ 
セージが表示されます(場合じよってはその対処 
方法ち表示されます）。画面じ表示されるメッ 
セージとその意□ホ、対処方まについては「八ード 
ウェア編」の132ページをご覧ください。 


Pl ; 「ハードウエア編」に記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単体のもので 

[^37^ す。ベースボードに接続されているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コント 
口ーラに搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのが処方まについてはオプションに 
添付のマニュアルを参照してくださし、(本装置のベースボードに SCSI コントローラが搭載さ 
れている場合はこれらのメッセージも含まれています）。 RAID コントローラについては、こ 
の後の「トラブルシューテイング」の 「 RAID システム、 RAID コントローラについて」を参照す 
るか、 RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 


ランプによる エラーメッセージ 

本装置の前面や背面、八ードディスクドライブの八ンドル部分にあるランプはさまざまな状 
態を点な、点滅、消灯によるパターンや色による表示でユーザーじ通知します。「故障か 
な？」と思ったらランプの表示を磕認してください。ランプ表示とその意□ホについては r 八一 
ドウエア編」の102ページをご覧ください。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 


WARNING 

0B60: DIMM group #1 has been disabled. 


Press <F レ to resume, <F2> to setup 


メモリの故障を示すメ 、ソ セージ(例では 
メモリ#1が故障した場合の表示） 
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仮想 LCD 上のエラーメッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン2旧 MC ) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を磕認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法 
を W します。 

エラーメッセージー覧のプ□セ、ソサやメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメッ 
セージとデバイスの搭載位置は154〜158ページの図のように対応しています。 

仮想 LCD については、 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイドを参照してください。 



LCD 上段表示 
目 IOS メッセージ 


LCD 下段表示 
BMC メッセージ 


LCD 上段表示メッセージ 

♦ S ね tus ランプが緑色に点なしているとき 


メッセ- 

-ジ 


意味 

対処方法 

Prepare To Boot 


POST が正常に終了しました。 

エラーで はありません。 


運用•保守編 
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• Status ランプが緑色に点滅しているとき 


メッセージ 


意味 


巧処方法 


CPU Reconfigured 


プ□セ、ソサが縮退した状態で起動した。 


目 IOS セットアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を Yes に変更 
し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実巧することにより、解みすることもできます。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡してください。_ 

Mem Reconfiguraed 


メモリが縮退した状態で起動した。 


BIOS セットアップを起動し 、 rAdvancedJ - 「Memory Configuration」-「Memory Retest 」 を Yes 
に変更し、 「 Exit」-[Exit Saving Changes J を実行することにより、解ミ夫することもできます。 
問題が解決しない場合は、保守サー j ：：^' ス会社に連絡してください。_ 

Mem (XX) D(y) Unc Err 


メモリミラー構築時、下記に示された DIMM で訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー 
フェールオーバーが発生した。 

(XX) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボードを示します。 

A 目ニメモリボード A もしくはメモリボード目 
CD ニメモリボード C もしくはメモリボード D 

( y ) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボード上のス□、ソト番号を示します。 

継続して本装置の運用が巧能ですが]: i 下を実行して < ださい。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Mem(x) DIMM(y) C Err 


下記に示された DIMM で訂正可能なエラーが発生した。 

(X) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボードを示します。 

A ニメモリボード A 
己ニメモリかード B 
C ニメモリボード C 
D ニメモリボード D 

( y ) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボード上のス□、ソト番号を示します。 

継続して本装置の運用が可能ですが]: i 下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


PCISIot(x) C Err 


PCU □、ソト (X) に取り付けた PCI 力ードにて訂正可能なエラーが発生した。 


継続して本装置の運用が可能ですが]: i 下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している PCI 力ードの取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している PCI 力ードを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。" 


PCIEC Err(x) 


PCI Express バスで訂正可能なエラーが発生した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 
問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Chipset C Err (x) 


チップセ、ソトの訂正可能なエラーが発生した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 
問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセ- 

-ジ 


意味 

巧処方法 


FBD CH(x) C Err 


下記に示されたメモリボードにで訂正可能なエラーが発生した。 

(X) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボードを示します。 

1ニメモリボード A 
2ニメモリボード目 
3ニメモリボード C 
4ニメモリボード D 

継続して本装置の運用が可能ですがじ(下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生しているメモリボードの取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生しているメモリボード上の DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. 問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Sparing FailOver 


メモリスペアリング構築時、 DIMM にて訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフエール 
才ーバーとなった。 

継続して本装置の運用が可能ですがじ(下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Mirror FailOver 


メモリミラー構築時、 DIMM にて訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオー 
バーとなった。 

Mirror B1 Fail 


メモリミラー構築時、メモリボード A またはメモリボード己に取り付けた DIMM にて訂正不可能 
なエラーが発生し、メモリミラーフェイルオーバーとなった。 

Mirror B2 Fail 


メモリミラー構築時、メモリボード C またはメモリボード D に取り付けた DIMM にて訂正不可能 
なエラーが発生し、メモリミラーフェイルオーバーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですがじ(下を実行して<ださい。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
SBC Err(x) 


SAS ライザーボードにて訂正巧能なエラーが発生した。 


継続して本装置の運用が可能ですがじ(下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. SAS ライザーボードに接続しているケーブルの取り付け状態を確認してください。 

3. SAS ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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• S ね tus ランプがアンバー色に点なしているとき 


メッセージ 


意味 


巧処方法 


ErrPause in POST 


重要な POST エラーが発生し、キー入力待ちになっている。あるいは、重要な POST エラーが 
発生したが、強制的に POST を終了した。 


1. 画面に表示された POST エラーメッセージにより、132ページの表を参照して POST エラーメ、ソセー 
ジの意□未と対処方法を確認する。 

2. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

3. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Hang in POST 


POST で処理が止まつた状態になった。 


1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


BIOSRecovery run 


システム BIOS ROM に致命的なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Mem (XX) D(y) Unc Err 


下記に示された DIMM で訂正不可能なエラーが発生した。 

( XX ):エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボードを示します。 

A 目ニメモリボード A もしくはメモリボード目 
CD ニメモリボード C もしくはメモリボード D 

( y ) :エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボード上のス□、ソト番号を示します。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


PCISIot(x) Unc Err 


PCU □、ソト ( X ) に取り付けた PCI 力ードにて訂正不可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. エラーが発生している PCI カードの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生している PCI カードを交換してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


PCIE Unc Err(x) 


PCI Express バスで訂正不可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Chipset UncErr(x) 


チップ セ、ソ トの訂正可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセ- 

-ジ 


意味 

巧処方法 


FBD CH(x) Unc Err 


下記に示されたメモリボードにで訂正不可能なエラーが発生した。 

( X ):エラーが発生した DIMM が実装されているメモリボードを示します。 

1ニメモリボード A 
2ニメモリホード己 
3ニメモリボード C 
4ニメモリボード D 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2 . 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3 . エラーが発生している DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生している DIMM を交換してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


FSB (X) Unc Err 


プ□セ、ソサ（ X )の内部、あるいは外部バスにて訂正不可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2 . 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


I/O Unc Err (x) 


I/O インタフエースの内部回路で訂正不可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2 . 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


SB Unc Err(x) 


SAS ライザーボードにて訂正不可能なエラーが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2 . 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. SAS ライザーボードに接続しているケーブルの取り付け状態を確認してください。 

4. SAS ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ましない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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LCD 下段表示メッセージ 

• S ね tus ランプが消なしているとき 


メッセージ 


意味 


巧処方法 


SMI Timeout 


システム管理割り込み中にタイムアウトが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


DUMP Request! 


DUMP スイ、ソチが押された。 


0S ダンプが完了するまでお待ちください。 

ダンプが正常に終了しなかった場合には、以下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


ProclThermalTrip 


プ□セ、ソサ# 1 の高温異常により強制的に電源 OFF を巧った。 

Proc2ThermalT rip 


プ□セ、ソサ#2の高温異常により強制的に電源 OFF を巧った。 

ProcSThermalTrip 


プ□セ、ソサ#3の高温異常により強制的に電源 OFF を行った。 

Proc4ThermalT rip 


プ□セ、ソサ#4の高温異常により強制的に電源 OFF を巧った。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

3. エラーが発生しているプ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Prod 

lERR 


プ□セ、ソサ# 1 で内部エラー (lERR) をお化した。 

Proc2 lERR 


プ□セ、ソサ#2で内部エラー (IERR) をネ矣化した。 

Proc3 lERR 


プ□セ、ソサ#3で内部エラー (IERR) を檢化した。 

Proc4 lERR 


プ□セ、ソサ#4で内部エラー (IERR) をお化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. エラーが発生しているプ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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意味 

巧処方法 

Prod Config Err 


プ□セ、ソサ# 1 に未サポートプ□セ、ソサ、不正な組合せのプ□セ、ソサ、または異常なプ□セ、ソサ 
が実装されている。 

Proc2 Config Err 


プ□セ、ソサ#2に未サポートプ□セ、ソサ、不正な組合せのプ□セ、ソサ、または異常なプ□セ、ソサ 
が実装されている。 

Proc3 Config Err 


プ□セ、ソサ#3に未サポートプ□セ、ソサ、不正な組合せのプ□セ、ソサ、または異常なプ□セ、ソサ 
が実装されている。 

Proc4 Config Err 


プ□セ、ソサ#4に未サポートプ□セ、ソサ、不正な組合せのプ□セ、ソサ、または異常なプ□セ、ソサ 
が実装されている。 


1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをあいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. エラーが発生しているプ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Prod Didn'tStart 


プ□セ、ソサ# 1 が起動できなかった。 

Proc2Didn'tStart 


プ□セツサ#2が起動できなかった。 

ProcSDidn'tStart 


プ□セツサ#3が起動できなかった。 

Proc4Didn'tStart 


プ□セツサ#4が起動できなかった。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. エラーが発生しているプ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


WDT Power Down 


ウオ、ソチドックタイムアウトにより強制電源 OFF を巧った。 


本装置の電源を On してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サース会社へ連絡してください。 

WDT Power Cycle 


ウオ、ソチドックタイムアウトによりリブートが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サース会社へ連絡してください。_ 

WDT Timeout 


ウオ、ソチドックタイムアウトが発生した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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• S ね tus ランプがアンバー色に点なしているとき 


メッセージ 


意味 


巧処方法 


Proc Missing 


プ□セ、ソサが実装されていない。 


1. プ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

2. プ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


UnexpectedPwLost 


電源異常が発生した。 


保守サービス会社へ連絡してください。 


PowerOnCtrlFault 


電源異常が発生した。 


保守サービス会社へ連絡してください。 


MemA Power Fault 


メモリボード A の電源回路の異常をネ矣化した。 


MemB Power Fault 


メモリボード B の電源回路の異常をお化した。 


MemC Power Fault 


メモリボード C の電源回路の異常を橫化した。 


MemD Power Fault 


メモリボード D の電源回路の異常を橫化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソ ト) してください。 

2. エラーが発生しているメモリボードの取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生しているメモリボードを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


BB Power Fault 


ベースボードの電源回路の異常をお化した。 


本装置を再立ち上げ(リセ、ソ ト) してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


SASR Power Fault 


SAS ライザーボードの電源回路の異常をネ矣化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. SAS ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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意味 

巧処方法 

Prod 

Power Fault 


プ□セ、ソサ#1のための電源回路の異常をお化した。 

Proc2 Power Fault 


プ□セ、ソサ#2のための電源回路の異常をお化した。 

Proc3 Power Fault 


プ□セ、ソサ#3のための電源回路の異常をお化した。 

Proc4 Power Fault 


プ□セ、ソサ#4のための電源回路の異常をお化した。 

1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. エラーが発生しているプ□セ、ソサの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 

BB+1.0V Alm09 


1.0V 電圧異常（上胁をお化した。 

BB+1.0V Alm02 


1.0V 電圧異常（下胁をネ矣化した。 

BB+1.5V Alm09 


1.5V 電圧異常（上胁をお化した。 

BB+1.5V Alm02 


1.5V 電圧異常（下胁をお化した。 

BB +3.3V Alm09 


3.3V 電圧異常（上胁をお化した。 

BB +3.3V Alm02 


3.3V 電圧異常（下限）をお化した。 

BB + 己 V Alm09 


5V 電圧異常（上限）をネ矣化した。 

BB + 己 V Alm02 


5V 電圧異常（下限）をお化した。 

BB+12V Alm09 


にV電圧異常（上限）をネ矣化した。 

BB+12V Alm02 


にV電圧異常（下限）をネ矣化した。 

BB FSB_VTT Alm09 


FS 己 VTT 電圧異常（上胁をお化した。 

BB FSB_VTT Alm02 


FS 己 VTT 電圧異常（下胁をお化した。 

1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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メッセージ 


意味 


巧処方法 


BB+1 . 己 VESBAIm09 


1.5 VESB 電圧異常（上胁をネ矣化した。 


BB+1 . 己 VESBAIm02 


1.5 VESB 電圧異常（下胁をお化した。 


BB +3.3VAUXAIm09 


3.3 VAUX 電圧異常（上胁をネ矣化した。 


BB +3.3VAUXAIm02 


3.3 VAUX 電圧異常（下限）をネ矣化した。 


BB +3.3VS Alm09 


3.3 VS 電圧異常（上限）をお出 I した。 


BB +3.3VS Alm02 


3.3 VS 電圧異常（下限）をお化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


10 +3.3VAUXAIm09 



I / O ライザーボードの 3.3 VAUX 電圧異常（上限）をお化した。 

10 +3.3VAUXAIm02 


I / O ライザーボードの 3.3 VAUX 電圧異常（下限）をお化した。 

I0+1.8VS Alm09 


I / O ライザーボードの 1.8 VS 電圧異常（上胁をネ矣化した。 

I0+1.8VS Alm02 


I / O ライザーボードの 1.8 VS 電圧異常（下胁をお化した。 

I0+1.2VS Alm09 


I / O ライザーボードの 1.2 VS 電圧異常（上胁をお化した。 

I0+1.2VS Alm02 


I / O ライザーボードの 1.2 VS 電圧異常（下胁をネ矣化した。 

lO+l.OVs Alm09 


I / O ライザーボードの 1.0 VS 電圧異常（上限）をお化した。 

lO+l.OVs Alm02 


I / O ライザーボードの 1.0 VS 電圧異常（下胁をお化した。 

I0+12V Alm09 


I / O ライザーボードの 12 V 電圧異常（上聯をお化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. I / O ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


366 























































メッセ - 

-ジ 


意味 

対処方法 

I0+12V Alm02 


I / O ライザーボードのに V 電圧異常（下限）をネ矣化した。 

10 + 曰 V Alm09 


I / O ライザーボードの 5 V 電圧異常（上胁をネ矣化した。 

10 + 日 V Alm02 


I / O ライザーボードの 5 V 電圧異常（下胁を檢化した。 

10 +3.3V Alm09 


I / O ライザーボードの 3.3 V 電圧異常（上胁をネ矣化した。 

10 +3.3V Alm02 


I / O ライザーボードの 3.3 V 電圧異常（下胁をネ矣化した。 

I0+1.5V Alm09 


I / O ライザーボードの 1.5 V 電圧異常（上胁をお化した。 

I0+1.5V Alm02 


I / O ライザーボードの 1.5 V 電圧異常（下胁をお化した。 

lO+l.OV Alm09 


I / O ライザーボードの 1.0 V 電圧異常（上胁をお化した。 

lO+l.OV Alm02 


I / O ライザーボードの 1.0 V 電圧異常（下胁をお化した。 


1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. I / O ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Battery Alm09 


リチウムバッテリ電圧異常(上限)をネ矣化した。 

Battery Alm02 


リチウムバッテリ電圧異常(下限)をお化した。 


1. 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. ベースボード上にあるリチウムバッテリの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ましない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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意味 
巧処方法 

FP Temp Alm09 

フ□ントパネルで高温異常をネ矣化した。 

FP Temp Alm02 

フ□ントパネルで低温異常をネ矣化した。 

BB Temp Alm09 

ベースボードで高温異常をお化した。 

BB Temp Alm02 

ベースボードで低温異常をネ矣化した。 

SASBP Temp C Aim 

SAS ライザーボードで温度異常をお化した。 


装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


MemA Temp Alm09 



メモリボード A で高温異常をお化した。 

MemA Temp Alm02 


メモリボード A で低温異常を橫化した。 

MemB Temp Alm09 


メモリボード目で高温異常を檢化した。 

MemB Temp Alm02 


メモリボード目で低温異常をお化した。 

MemC Temp Alm09 


メモリボード C で高温異常を橫化した。 

MemC Temp Alm02 


メモリボード C で低温異常をお化した。 

MemD Temp Alm09 


メモリボード D で高温異常をお化した。 

MemD Temp Alm02 


メモリボード D で低温異常を橫化した。 


1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているメモリボードの取り付け状態を確認してください。 
問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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意味 


対処方法 


PS1 Temp Alm09 


電源ユニット#1で高温異常をお化した。 


PS1 Temp Alm02 


電源ユニ、ソト#1で低温異常をネ矣化した。 


PS2 Temp Alm09 


電源ユニット#2で高温異常をお化した。 


PS2 Temp Alm02 


電源ユニット#2で低温異常をお化した。 


1. 電源内部の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

3. 異常が発生している電源ユニットの取り付け状態を確認してください。 
問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Prod Therm % 09 



プ□セ、ソサ# 1 の高温異常をネ矣化した。 

Prod Therm % 02 


プ□セ、ソサ#1の低温異常をお化した。 

Proc2 Therm % 09 


プ□セツサ#2の高温異常をお化した。 

Proc2 Therm % 02 


プ□セ、ソサ#2の低温異常をお化した。 

Proc3 Therm % 09 


プ□セツサ#3の高温異常をお化した。 

Proc3 Therm % 02 


プ□セ、ソサ#3の低温異常をお化した。 

Proc4 Therm % 09 


プ□セ、ソサ#4の高温異常をお化した。 

Proc4 Therm % 02 


プ□セツサ#4の低温異常をお化した。 


1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているプ□セ、ソサのヒートシンクの取り付け状態を確認してください。 
問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


AC lost Aim 1 


電源ユニ、ソト#1の AC 供給に異常が発生した。 


AC lost Aim 2 


電源ユニ、ソト#2の AC 供給に異常が発生した。 


1. 異常が発生している電源ユニットの AC コード接続状ミ兄を確認してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをあいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 
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HDD Fault 


八ードデイスクドライブの異常をネ矣化した。 


1. 異常が発生している八ードディスクドライブの取り付け状態を確認してください。 

2. ディスクアレイを構成している場合、 RAID レベルによっては1台の八ードディスクドライブが故障 


しても運用を続けることができますが、早急にディスクを交換して、再構築（リビルド）を巧って 
ください。 

3. 問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


FAN1 Alarm 



く警告レベル > FAN 1 の異常をお化した。 

FAN2 Alarm 


<警告レベル> FAN 2 の異常をネ矣化した。 

FANS Alarm 


<警告レベル> FAN 3 の異常をネ矣化した。 

FAN4 Alarm 


く警告レベル> FAN 4 の異常を検化した。 

FAN 己 Alarm 


<警告レベル> FAN 5 の異常をお化した。 

FAN 目 Alarm 


<警告レベル> FAN 6 の異常をお化した。 

FAN7 Alarm 


く警告レベル> FAN 7 の異常をお化した。 

FANS Alarm 


<警告レベル> FAN 8 の異常をお化した。 


異常が発生している FAN の取り付け状態を確認してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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BB+1.0V Alm07 


く警告レベル> 1.0 V 電圧異常（上聯をネ矣化した。 

BB+1.0V AlmOO 


く警告レベル> 1.0 V 電圧異常（下職をネ矣化した。 

BB+1.5V Alm07 


く警告レベル> 1.5 V 電圧異常（上限）をお化した。 

BB+1.5V AlmOO 


く警告レベル> 1.5 V 電圧異常（下限）をネ矣化した。 

BB +3.3V Alm07 


く警告レベル> 3.3 V 電圧異常（上限）をお化した。 

BB +3.3V AlmOO 


く警告レベル> 3.3 V 電圧異常（下限）を検出した。 

BB +5V Alm07 


<警告レベル> 5 V 電圧異常（上限）を橫化した。 

BB + 己 V AlmOO 


<警告レベル> 5 V 電圧異常（下限）を檢化した。 

BB+12V Alm07 


く警告レベル> に V 電圧異常（上限）をネ矣化した。 

BB+12V AlmOO 


く警告レベル> 12 V 電圧異常（下限）をネ矣化した。 

BB FSB_VTT Alm07 


く警告レベル> FS 目 VTT 電圧異常（上胁をお化した。 

BB FSB_VTT AlmOO 


く警告レベル> FS 己 VTT 電圧異常（下胁をネ矣化した。 

BB+1. 己 VESBAIm07 


く警告レベル> 1.5 VESB 電圧異常（上胁をお化した。 

BB+1. 己 VESBAImOO 


く警告レベル> 1.5 VES 己電圧異常（下胁を橫化した。 

BB +3.3VAUXAIm07 


く警告レベル> 3.3 VAUX 電圧異常（上胁をお化した。 

BB +3.3VAUXAIm00 


く警告レベル> 3.3 VAUX 電圧異常（下胁をお化した。 

BB +3.3VS Alm07 


く警告レベル> 3.3 VS 電圧異常（上胁を檢化した。 

BB +3.3VS AlmOO 


く警告レベル> 3.3 VS 電圧異常（下限）をお化した。 

1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


運用•保守編 


371 






























































メッセージ 


意味 

対処方法 

10 +3.3VAUXAIm07 


く警告レベル > I / O ライザーボードの 3.3 VAUX 電圧異常（上限）をお化した。 

10 +3.3VAUXAIm00 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 3.3 VAUX 電圧異常（下限）をお化した。 

I0+1.8VS Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.8 VS 電圧異常（上胁をお化した。 

lO+l.SVs AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.8 VS 電圧異常（下限）をお化した。 

I0+1.2VS Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.2 VS 電圧異常（上胁をお化した。 

I0+1.2VS AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.2 VS 電圧異常（下限）をお化した。 

lO+l.OVs Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.0 VS 電圧異常（上胁をお化した。 

lO+l.OVs AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.0 VS 電圧異常（下限）をお化した。 

I0+12V Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードのに V 電圧異常（上胁をお化した。 

I0+12V AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードのに V 電圧異常（下胁をお化した。 

lO + 己 V Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 5 V 電圧異常（上限）をお化した。 

lO +5V AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザ-ボ-ドの已 V 電圧異常（下胁をお化した。 

lO +3.3V Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 3.3 V 電圧異常（上胁をお化した。 

lO +3.3V AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 3.3 V 電圧異常（下胁をお化した。 

IO+1.5V Alm07 


く警告レベル> I / O ライザ-ボ-ドの1.已 V 電圧異常（上胁をお化した。 

I0+1.5V AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザ-ボ-ドの1.已 V 電圧異常（下胁をお化した。 

lO+l.OV Alm07 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.0 V 電圧異常（上胁をお化した。 

lO+l.OV AlmOO 


く警告レベル> I / O ライザーボードの 1.0 V 電圧異常（下胁をお化した。 


1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをあいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. I / O ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ましない場合じは、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセ - 

-ジ 


意味 

巧処方法 

Battery Alm07 


く警告レベル> リチウムバ、ソテリ電圧異常(上限)をネ矣化した。 

Battery AlmOO 


く警告レベル> リチウムバ、ソテリ電圧異常(下限)をネ矣化した。 


1 . 本装置を再立ち上げ(リセ、ソト)してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードをおいてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

3. ベースボード上にあるリチウムバッテリの取り付け状態を確認してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


FP Temp Alm07 


<警告レベル> フ□ントパネルで高温異常をお化した。 


FP Temp AlmOO 


く警告レベル> フ□ントパネルで低温異常をネ矣化した。 


BB Temp Alm07 


<警告レベル> ベースボードで高温異常をネ矣化した。 


BB Temp AlmOO 


<警告レベル> ベースボードで低温異常をお化した。 


SASBP Temp NCAIm 


<警告レベル> SAS ライザーボードで温度異常をネ矣化した。 


装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


MemA Temp Alm07 



< 警告レベル > メモリボード A で高温異常をネ矣化した。 

MemA Temp AlmOO 


<警告レベル> メモリボード A で低温異常を檢化した。 

MemB Temp Alm07 


<警告レベル> メモリボード目で高温異常をネ矣化した。 

MemB Temp AlmOO 


<警告レベル> メモリボード B で低温異常を檢化した。 

MemC Temp Alm07 


<警告レベル> メモリボード C で高温異常をお化した。 

MemC Temp AlmOO 


<警告レベル> メモリボード C で低温異常を橫化した。 

MemD Temp Alm07 


<警告レベル> メモリボード D で高温異常を檢化した。 

MemD Temp AlmOO 


<警告レベル> メモリボード D で低温異常をネ矣化した。 


1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているメモリボードの取り付け状態を確認してください。 
問題が解ミ夫しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 


意味 


巧処方法 


PS1 Temp AlmO? 


<警告レベル> 電源ユニット#1で高温異常をお化した。 


PS1 Temp AlmOO 


<警告レベル> 電源ユニット#1で低温異常をお化した。 


PS2 Temp Alm07 


<警告 レベル > 電源 ユニッ ト#2で高温異常をお化した。 


PS2 Temp AlmOO 


く警告レベル> 電源ユニット#2で低温異常をお化した。 


1. 電源内部の FAN が正常に動作しているか磕認してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか磕認してください。 

3. 異常が発生している電源ュニットの取リ付け状態をお認してください。 
問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Prod Therm % 07 



< 警告レベル > プ□セ、ソサ# 1 の高温異常をお化した。 

Prod Therm % 00 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#1の低温異常をお化した。 

Proc2 Therm % 07 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#2の高温異常をお化した。 

Proc2 Therm % 00 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#2の低温異常をお化した。 

Proc3 Therm % 07 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#3の高温異常をお化した。 

Proc3 Therm % 00 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#3の低温異常をお化した。 

Proc4 Therm % 07 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#4の高温異常をお化した。 

Proc4 Therm % 00 


<警告レベル> プ□セ、ソサ#4の低温異常をお化した。 


1. 装置内の FAN が正常に動作しているか磕認してください。 

2. 異常が発生しているプ□セ、ソサのヒートシンクの取リ付け状態を磕認してください。 
問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Power Unit Aim 1 


電源ユニット#1の異常が発生した。 


Power Unit Aim 2 


電源ユニット#2の異常が発生した。 


1. 異常が発生している電源ユニットの AC コード接続状況を磕認してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


Predictive Aim 1 


<警告レベル> 電源ユニット#1の異常が発生した。 


Predictive Aim 2 


<警告レベル> 電源ユニット#2の異常が発生した。 


1. 異常が発生している電源ュニットの AC コード接続状況をお認してください。 

2. 本装置を DC - Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起 
動してください。 

問題が解みしない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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ティリティなどの管理ツールを本装置や管 
理 PC へインス!-ールしておくと、何らか 
の障害が起きたときに管理 PC や本装置に 
接続しているディスプレイ装置から障害の 
内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインス I -ールや運用方法についてはソフトウエア編またはオンライ 
ンド丰ュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細じついてはオンラインヘルプで詳しく説 
明されています。 


画面のバックグラウンドの色は「ブルー」 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリじ 
メモリダンプのデータを保存します （r 導入編」の r メモリダンプ（デバッグ情報)」の設をを参 
照)。のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼され 
る場合があります。 M0 や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよ 
う準備しておいてください。 

I M-O STOP エラー やシステム エラーが 発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリび不足し 
Bra ていることを示すメッセージび表示されることびありますび、そのまま起動してください。 


一 このファイルをメディア(こコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、システムイベン 

云巧]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプが保をされたことを確認し 
てください。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺装置にエラーが起 
きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 


ヴーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 


ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO/ 
ServerManager、RAID システム管理ユー 


フルのおおた）ま示が）ツ-ルの、ル r 邸 

な | H | X | 到 ま 

こ]]ンホ•キント1(すべで こ]1 



1マネ-/卜1コンホ•-ネント 1ァトんス 1巡時刻 

1_ 


Windows Server S003 のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー (STOP エラーやシステムエラー）が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示さ 
れます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 
IRQL_N0T 丄 ESS_OR_EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 801000 0 _ ntoskrnl.exe 
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トラブクレシュ 


本装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本 
装置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の 
磕認、処理に従って<ださい。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 

本装置について 

( D 画面び出ない、ビープ音が鳴る 

n DIMM ボードが磕実に実装されていますか？ 

- DIMM がしっかりとコネクタに実装されているか磕認してください。 

同一目 ANK 内に異なった仕様の DIMM が実装されていないか磕認してくださ 
し^。 DIMM の仕様じついては182ぺージの 「 DIMM 」 を参照してください。 

一本装置は POWER ON から画面が表示されるまで装置の構成じよって異なりま 
すが1 一5分程度かかる場合があります。ランプ表示異常でない場合やビープ 
音が鳴っていない場合にはしばらく待って様子をみてください。 

一電源オンおよびリセ、ソトしてすぐに1秒程度 SAS ライザがブザーをならします 
が異常ではありません。 

( J ) 電源び ON にならない 

n 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

一電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続されて 
いることを確認してください。 

一本装置に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分がおれていたりしていないことを磕認してください。 
一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを磕認してください。 
一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設 
定ができます。 

<磕認するメニュ ー:「 Server 」 一 rAC-LINKJ> 

n POWER / SLEEP スイッチを押しましたか？ 

一本装置前面にある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯)に 
してください。 

® 電源び OFF にな!5ない- POWER / SLEEP スイッチび機能しない 

n POWER / SLEEP スイ、ソチの機能を無効にしていませんか？ 

一いったん本装置を再起動して、目 IOS セットアップユーティリティを起動してく 
ださい。 

<磕認する メニュ ー: rSecu 「 ity 」 一 「Power Switch Inhibit 」〉 
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® POST び終わらない 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

一最低2枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

n 本装置の起動直後に羊ーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後に羊ーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を横化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまで羊ーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

® 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできなし、（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が磕実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうかお認してください。 

n 電源 ON の順番を闇違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n 巨 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の目 IOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスの割り a みやその他の詳細な設定をしてください。 （PCI デ 
バイスじついては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボードに 
よっては特別な設をが必要なものもあります。詳しくはボードに添付のマニュ 
アルを参照して正しく設定してください。） 

<磕認する メニュ ー ： 「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 
「PCI Device」 

ーシリアルポートに接続しているデバイスについては、 I/O ポートアドレスや動作 
モードの設をが必要なものもあります。デバイスに添付のマニュアルを参照し 
て正しく設定してください。 

く磕認する メニュ ー：rAdvanced」 一「1/0 Device Configuration」〉 

® キーボードやマウスび正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本装置背面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してください。 
一本装置の電源が ON になっている間に接続すると正しく機能しません (USB デバ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 
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n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一使用している 0S じ添付のマニュアルを参照して车ーボードやマウスのドライバ 
がインスI-ールされていることを確認してください（これらは 0S のインスI-一 
ルの際に標準でインストールされます）。また、 0S によっては羊ーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0S に添付のマニュアル 
を参照して正しく設をされているかどうか磕認してください。 

@フ□ッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みび)できない 


n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセツトしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで磕実に差し込んでくだ 
さい。 


n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き a み巧」に 
セットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方まじついては、 0S に 
添付のマニュアルを参照してください。 


n BIOS の設をを闇違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セツトアップユーティリティで US 目デバイスを無効にずることが 


できます。 


目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

<磕認する メニュ ー ： 「Advanced」 一「1/0 Device Configuration」 一 



「Legacy USB Support」 

CD-ROM、_DVD-R0M にアクセスでさない 


n CD-RW/DVD-ROM 装置のトレーに確■実にセツトしていますか？ 

ートレーには CD/DVD-R0M を保持するホルダーがあります。ホルダーで磕実に 
保持されていることを磕認してください。 


n 本装置で使用できる CD/DVD-ROM ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD/DVD-R0M は使用できません。 

® CD-R ディスクにアクセスでさない 

n CD-R ディスクの表裏を闇違えてセットしていませんか？ 

ートレイから CD-R ディスクを取り化し、 CD-R ディスクのトップレーベルを上に 
して、セットし直してください。 

n CD-R ディスクにミちれや车ズがありませんか？ 

- CD-R ディスクの表面に指紋などのミちれや车ズがないことを磕認してください。 
ミちれがある場合は、 CD-R ディスクの表面をクリーニングしてください。 
それでも読み込みができない場合は、アクセスが巧能だった別の CD-R ディスク 
に入れ替えて、再度、読み込みができるかどうか磕認してください。 

n CD-R ディスクがク□-ズされた状態になっていますか？ 

ーセッションをク□ーズした状態にするかディスクを閉じた状態にして再度、読 
めるかどうか確認してください。 
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n 書き込みドライブじ適合した書き込みソフトおよび CD - R ディスクで CD - R ディスク 
を書き込みしましたか？ 

一書き込みドライブ、書き込みソフト、および CD - R ディスクの組み合わせが正し 
くない場合、本装置の CD - RW / DVD - ROM 装置で読めないことがあります。 

(D A- ドディスクドライブにアクセスでさない 

n 本装置で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

一八ードディスクドライブの八ンドルにあるレバーで磕実に□、ソクしてくださ 
し^。不完全な状態では、内部のコネクタに接続されません（168ページ参照)。 

® SCSI 装置(内蔵-外付け）にアクセスできない 

n 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

一弊社が指定する機器 W 外は動作の保証はできません。 

n SCSI コント□ーラ（オプション）の設をを間違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 装置を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで正 
しく設定してください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアル 
を参照してください。 

n SCSI 装置の設定を闇違えていませんか？ 

-> SCSI 装置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設をが必要です。 
詳しくは SCSI 装置に添付のマニュアルを参照してください。 

(D PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった （PCI ホットプラグについては380 

ページを参照） 

n ボードを正し<取りがけていますか？ 

一197ページを参照して正しく取りがけ直してください。 

n 巨 I 0 S セットアップユーティリティの Option ROM 設定:が、 0 S ブートを行うボード 
のス□、ソトを除き、 Disable になっていますか？ 

一巨 I 0 S セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認する メニュ ー：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nj 
( n : 取り付けたボードの PCI ス□、ソト番号）一 
「Option ROM ScanJ > 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、目 I 0 S セット 
アップユーティリティの設定:で増設した Slot の Option ROM 設定:が Disable になっ 
ていますか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く磕認する メニュ ー：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nJ 
( n : 取りがけたボードの PCI ス□、ソト番号）一 
「Option ROM ScanJ > 

OS を起動できない 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
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n EXPRESS 巨 ULDER をセットしていませんか？ 

一 EXPRESSBULDER を取り出)して再起動してください。 

n os が破損していませんか？ 

- 修復プ□セスを使って修復を試してください(407ページ)。 

® giga ドライバの速度設定を1000 Mbps か510日 Mbps に変更した場合、 

ESMPR 0/ 統合ビューアのデータビューアにてネットワークの詳細を参照すると、設 

定したスピードび不正表示 （1000 Mbps か510日 Mbps 設定時10日 0 Mbps と表示） 

される 

一 giga ドライバの速度設をを変更した場合、表示が不正じなりますが、 LAN ドラ 
イバの動作には影響ありません。 

( D ネットワーク上で認識されない 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本装置背面にあるネットワークポートに痛実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであること 
を磕認してください。 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本装置専用のネットワークドライバをインストールしてください。また、 TCP / 
IP などのプ〇トコルのセットアップやを種サービスが磕実に設定されているこ 
とを磕認してください。 

n 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

一本装置に標準装備の内蔵 LAN コント□-ラ1は、100 Mbps /10 Mbps の転送速 
度のネットワークで使用することができます。内蔵 LAN コント□ーラ2は、 
1000 Mbps /100 Mbps /10 Mbps の転送速度のネットワークで使用することが 
できます。この転送速度の切り替えや設をは 0 S 上から行えますが 、 「Auto 
Detect 」 という機能は使用せず、接続している Hub と同じ転送速度で固定に設を 
してください。また、接続している Hub とデュプレックスモードが同じである 
ことを磕認してください。 

® PCI ホットプラグび正しく行えない 

n 巨 I 0 S の設をを間違えていませんか？ 

一 PCI ホットプラグを行う場合は、巨 I 0 S の SETUP ユーティリティであらかじめ設 
定:を変更してお < 必要があります。 

く磕認する メニュ ー：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 
「Hot Plug PCI Control 」 一 
rMinimum / Middle / Maximum * J > 

* 取り付けるボードじよって設定値が異なります。詳細は231ぺージを参照してくだ 
さし、 
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® PCI ボードの Hot Remove または 、 Hot Replace において、 OS か 5 ボードのドライ 

パ’を停止できない 

n Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用して 
いませんか？ 

一 Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用し 
ているとドライバを停止できません。該当するソフトウェアを終了させてか 
ら、 PCI ボードのドライバを停止させてください 。 Hot Replace の場合はボード 
の取り付けが終了した後に、終了させたソフトウェアを起動してください。 

@ 管理 PC から本装置び認識できない 

n LAN ケーブルが正しく接続されていますか？ 

一管理用 LAN ポートに接続しているケーブルの状態を磕認してください。ケーブ 
ルが正しく接続されていないと本装置のセンサを正しく参照することができま 
せん。 

また、接続については、誤って本装置の LAN コネクタに接続していないことを 
磕認してください。 

n IP アドレスが重なっていませんか？ 

一管理用 LAN ポートの IP アドレスは化荷時、192.168 .1.1 に設をされておりま 
す。同ーネットワーク上に同一の IP アドレスがあると正常に認識されませんの 
で IP アドレスの変更を行ってください。 

n ESMPRO / ServerAgent において本装置の監視設定:がされていますか？ 

一 ESMPRO / ServerAgent の設定を変更してください。設定方法は Windows コン 
卜□-ルパネルの ESMPRO / ServerAgent を起動し、「システム」タブの 
[ Exp 「 ess 5800 本体装團一[監視する]チェックボックスをチェックしてくださ 
し、（デフォルトの設定は r 監視しない」じ設定されています。 ） 設定変更後、自動 
的に本装置の監視が開始されます。設定変更後サーバを再起動する必要はありま 
せんが、本装置が参照できない場合はツリーの再構築を実施してください。 

n ファイヤーウォールやゲートウェイで接続制限されていませんか？ 

ーファイヤーウォールなどの接続制限に引っかかっている可能性があります。 
LAN ク□スケーブルにて直接クライアント PC を接続し接続問題が解みする場合 
じは、ファイヤーウォールやゲートウエイなどを再磕認してください。 
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@ Web ブラウザからリモートマネージメント機能を利用する際の□グイン名/パスワード 

を忘れてしまった 

一□グインをやパスワード設定を忘れてしまったときに目 MC コンフィグレーション 
ジャンパの実装位置を変更することにより、パスワードを含む各設定を工場出荷時 
の状態に戻すことができます。 

n-O この操作を行うと、 DianaScope と本装置を接続するために必要な BMC の 
ppq 設定もクリアされます。 

DianaScope をご使用の場合には、本操作を行う前に DianaScope と接続 
ずるための設定を FD などに保存し、本操作後に再設定してください。 

BMC の設定は、 DianaScope A 呂 ent や EXPRESSBUILDER のシステム 
マネージメント機能で設定 / 保存でをます。 

1. 本装置の電源を OFF し、電源コードをコンセントから抜く。 

2. I / O ライザボードに実装しているジャンパを下のように変更する。 


JP1 JP2 



3. 電源コードを接続する。 

4. 電源を OFF のまま、30秒じ(上持った後、電源コードをコンセントから抜く。 

5. ちう一度ジャンパ位置を化荷時の位置に戻します。を種設定が初期設定値 
に戻りますので、再度設定してください。 
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Windows について 


© Windows Server 2008のインス I ルを行うと、下のようなシステムイベント 

□グび登録される場合びある 

ィベント ID : 5 

ソース： storfit 

種類： 警告 

説明： The Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drives . 

イベント ID :134 

ソース： Microsoft - Windows - Time-Service 

種類： 警告 

説明： ' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解まエラーのため、 NtpCIient で 

タイムソースとして使う手動ピアを設をできませんでした。 

15分後に再試行し、それじ(降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー： Note inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

イベント ID : 263 

ソース： PlugPlayManager 

種類： 警告 

説明： サービス ShellHWDetectiorV は停止する前に、デバイスイベント通 

知の登録解除を行っていない可能性があります。 

イベント ID : 7000 

ソース： Service Control Manager 

種類： エラー 

説明： Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できません 

でした： I 指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイス 
が関連がけられていないため、開始できません。 

イベント ID : 15016 

ソース： Microsoft - Windows-HttpEvent 

種類： エラー 

説明： サーバー側認証用のセ羊ュリティパッケージ Kerberos を初期化で 

きません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 

ー システム運用上、問題ありません。 
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@ Windows Server 2008のインス I ルを行うと、下のようなアプリケーシヨン 

イベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 

63 

ソース： 

種類 

説明： 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は Loca に ystem アカウントを使うために 

Windows Management Instrumentation さ)前空間 Root ¥ lntelNCS 2 
に登録されました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正し<偽装しない場合はセ车ュリティ違反が起こる 
可能性があります。 

プ□バイダ IntelEthemetDiag は Loca に ystem アカウントを使うた 
めに Windows Management Instrumentation さ)前空闇 

Root ¥ CIMv 2 じ登録されました。このアカウントじは特権があり、 

プ□バイダがユーザー要求を正し<偽装しない場合はセキュリティ 
違反が起こる可能性があります。 

プ□バイダ WmiPerfClass は Loca に ystem アカウントを使うために 

Windows Management Instrumentation さ)前空間 「 oot ¥ cinnv 2 に登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユー 
ザー要求を正しく偽装しない場合はセ丰ュリティ違反が起こる可能 
性があります。 

イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 

1020 

EvntAgnt 

ェラー 

レジス トリ パラメータの処理中にエラーが発生しました。 

拡張エージェントは終了中です。 

イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 

1054 

Security - Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 hr 二 0 X 80049 E 00, [4, 3] 

イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 

2019 

EvntAgnt 

ェラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでした。 

イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 

3001 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルは末尾じ配置されませんでした。 

イベント ID : 

ソース： 

種類 

説明： 

3003 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルの終わりの配置エラー--一番古い□グレコードを取 
得できません。指をされたハンドルは17891340です。 


GetOldestEventLogRecord からのリターンコードは223です。 
システム運用上、問題ありません。 
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@ Windows 2008のシステム起動時に、システムイベント□グに次のような内容のエ 

ラー、および警告び記録される場合びある 

イベント ID: 11 
ソース： iANSMiniport 

種類： 警告 

説明： 次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel(R ) 〜 

イベントに： 13 
ソース： iANSMiniport 

種類： 警告 

説明： In お l(R) 〜がチームで無効化されました。 

イベント ID: 16 
ソース： iANSMiniport 

種類： なし 

説明： [チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの 

接続が失われました。 

ー ネットワークアダプタでチームを設ををした場合、システム起動時に上記のイ 
ベント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 

( J ) Windows Server 2日08のインス I ルを行うと、次のイベントびシステムイベン 

卜□グに記録される場合びある 

イベント ID: 10 

ソース： VDS 動的なプ□バイダ 

説明： ドライバからの通知を格納するが、プ□バイダに失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります。 
hr 二 80042505 

一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http://support.microsoft.com/kb/948275/ja 

® Windows Server 2008のインス I "ールを行うと、次のイベントびシステムイベン 

卜□グに記録される場合びある 

ソース： Microsoft-Windows-Security-Licensing-SLC 

種類： 警告 

イベント ID: 1021 

説明： SLUINotify サービスを開始できませんでした。 hr 二 0x80070424 


ーライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 

ソース： Microsoft-Windows-User Profiles Service 

種類： 警告 

イベント ID: 1534 

説明： コンポーネント {56EA1054-1959-467f-BE3 巨 -A2A787C4 目 6EA} 

のイベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 

一□グオン時一度登録される場合がありまずが、システム運用上問題ありません。 
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Windows Server 2003 x 目 4 が itions のインストールを行うと、じ TF のようなイ 


ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 3009 

ソース： LoadPerf 

種類： エラー 

説明： サービス C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprf.ini 

( C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecp 「 f . ini ) のパフォーマンスカウン 
夕の文字列をインストールできませんでした。エラーコードはデー 
タセクションの最初の DWORD です。 



-システム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 64 が itions のインストールを行うと、じ TF のようなイ 


ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 10016 
ソース： DCOM 

種類： エラー 

説明： コンピュータ既定権限の設定では、 CLSID {555 F 34 1 8- D 99 E -4 E 5 1 - 

800 A -6 E 89 CFD 8 B 1 D 7} をもつ COM サーバーアプリケーシヨンに 
対する□一カルアクティブ化アクセス許可を r ユーザー NT 
AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID ( S -1-5-19) 」に与えることは 
できません。このセ车ュリテイのアクセス許可は、コンポーネント 
サービス 管理 ツールを 使って変更できます。 


ーシステム運用上、問題ありません。 



Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行つと、じ TF のよつなイ 


ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 5603 

ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

説明： プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WMI さ)前空闇 

root ¥ RSOP に登録されましたが、 HostingModel プ□パティが指定 
されませんでした。このプ□バイダは Loca に ystem アカウントで実 
巧されます。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユーザ 
一要求を正しく偽装しない場合はセ丰ュリティ違反が起こる可能性 
があります。プ□バイダのセキュリティの動作を磕認し、プ□バイ 
ダ登録の HostingModel プ□パティを、必要な機能が実行可能な最小 
限の権限を持つアカウントに更新してください。 


-システム運用上、問題ありません。 
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Windows Server 2003 x 目 4 Editions のインストールを行うと、じ TF のようなイ 

ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID : 63 

ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

説明： • プ□バイダ HiPerfCooke 「_ v 1 は Loca に ystem アカウントを使う 

ために WMI 名前空間 Root ¥ WMI じ登録されました。このアカ 
ウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装 
しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

• プ□バイダ WMIProv は Loca に ystem アカウントを使うために 
WMI さ)前空閨 Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントに 
は特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない場 
合はセ车ュリティ違反が起こる可能性があります。 

-システム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、じ(下のようなイ 

ベント□グび登録される場合びある 

ソース： Service Control Manager 

種類： エラー 

イベント ID : 7011 

説明： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト (30000 
ミリ秒）になりました。 

一再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 


Telnet ヴービスびインス I ルされていない 


ーコンピュータをを14文字じ(下にして、 < Telnet サービスのインストール手順>に 
従って Telnet サービスをインストールしてください。 

く Telnet サービスのインス I '''ール 手順> 

1. スタートメニューから[ファイルをを指定して実行]をクリックする。 

2. [さ)前ボックスに rtintsvr / service 」 と入力し、 [0 K ] をクリ、ソクする。 

3. スタートメニュー から[コント□- ルパネル ]-[管理 ツール ]- けービス ]を開 
き、 サービスの一 覧じ Telne けービスが 登録されていることを磕認する。 

* Telnet サービスのインス!-ール後は、コンピュータをを15文字じ(上に設定し 
ても問題ありません。 








@ Windows Server 2003 R 2 の運用中、似下のようなイベント□グび登録される場 

合びある 

ソース： IPMIDRV 

種類： エラー 

イベント ID : 1001 

説明： IPMI デバイスドライバは、 IPMI 目 MC デバイスがシステムでサポートされ 
ているかどうか判断しようとしました。このドライバは、 SMBIOS の 
Type 38 レコードを橫索できることで IPMI 目 MC を橫化しようとしました 
が、レコードが見つからないか、レコードじデバイスドライバのバージョ 
ンとの互換性がありませんでした。 SM 目 IOS の Type 38レコードが見つ 
かっている場合は、イベントの Dump Date フイールドにこのレコードがバ 
イナリ表示されます。 


一 Windows Server 2003 R 2 において提供されている「八ードウエアの管理」を 
利用している場合、上記のイベント□グが登録されます。 

詳細な内容については、下記サイトにある 「Windows Server 2003 R 2 で提供 
される r 八ードウエアの管理」利用の手引き」を参照してください。 


[NEC 8番街：テクニカルインフォメーシヨン] 



http :// www . express . nec . co . jp / care / techinro / techinro.htnnl 

Windows Server 2003 R 2 をインストール中 、 Windows Server 2003 R 2 


DISC 2をインス I ^ールする前にサービスパックを適用した 

一 Windows Server 2003 R 2 D に C 2をインストール後、「システムのアップデー 
卜」にてサービスパックを再適用してください。 

( D 下のイベント□グび記録される 


イベント ID : 4 

ソー义 E 100 B 

種類： 警告 

木 、ソ七ージ： Adapter Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection : Adapter Link Down 
該当装置： < 本装置のモデルを > 

該当 LAN : 100 BASE 


一本装置の LAN ポートにネットワークケーブルを接続していない場合に、本イべ 
ント□グが登録される場合がありますが、 LAN ドライバの動作には影響ありま 
せん。ネットワークケーブルを正しく接続すると登録されなくなります。ま 
た、 100 BASE の LAN ポートを使用しない場合は、デバイスマネージャ等から 
100 BASE の LAN を無効に設定するか、 BIOS の設走:じて、 Disable に設定:を変 
要することじより、登録されなくなります。 
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lu 下のメッセージび表示され、□グインできなくなった 


一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了し 
ないまま使用していると、下記のメッセージが表示されます。[はい]をえらん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手統きを実行してください。 
手統きが完了するまで□グオンすることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますか？ 


はい （Y) 


いいえ (N) 


丰ヤンセル 


Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntAgnt の警 

告び登録される場合びある 

イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 

- システム運用上、問題ありません。 

Windows のインス I ^ール中、イベントビユーアのシステム□グに次のような内容の警 

告が記録される 


ぺージング操作中にデバイス ¥Device¥CdRom 日上でエラーがお化されました。 


システムの運用上、間題ありません。 

Windows のインス!"ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージび表示され、インストールび続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、 RAID コント□ーラ配下に複数のシ 
ステムドライブを作成してインス I —ルを行っていませんか？ 

一 OS をインストールする八ードディスクドライブ JU 外の八ードディスクドライブ 
をいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

一 RAID コント□ーラ配下の八ードディスクドライブにインス I -ールする場合は、 
システムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってくだ 
さい。複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後 、 RAID 
システムのコンフィグレーションユーティリティを使用して追力□作成してくださ 
い。 
























Windows のインストール中、イベントビューアのシステム□グにじ I 下の□グが出力される 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


- ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題ありま 
せん。 


Windows のインス I -ールを正しくできない 


n インス!-ール時のを意事項を磕認していますか？ 

- 42ページ（または、オンラインドキュメント）を参照してください。 

Windows のインス I ^ール後にデバイスマネージャで日本語1〇目/109キーボード 

び英語 101/I 日 2 キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102羊ーボードと認識されていますが、车一 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。日本 
語106/109丰ーボードに変更したいときは、下の手順で変更してください。 

1. [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

2. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し[デバイスマネージャ]をク 
リ、ソクする。 

3. [キーボード]をクリックし、 U 下のプ□パティを開く。 

101/102英語羊ーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

4. [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリ、ソクし、[このデバイスの既知の 
ドライバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

5. 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS / 
2羊ーボード （106/109 キー）を選択して[次へ]をクリックする。 

6. ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. W 下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行 
する。 


ドライバの更巧普告 


ぶ] 


Windows じよって、このデバイスドライバ抓卜阳エアと互がをびあることを權忍できねかったため、このデバイスをインスト 
...... 


こを絳錢織奠徽蹤 


ドライパ [ ねい巧合、 A - ドウ王ア; 
これなる^をらあります。このドラ 

しまぃが 1 \ [l …。 〔常斌 W …….]| 

-餐- 


Windows の動作び不安定 

n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 OS をインストールした後にネットワークドライバをインストールすると動作が 
不安をになることがあります。システムのアップデート手順は、 
EXPRESS 目 UILDER に格納されているを OS のインストレーシヨンサプリメン 
トガイドを参照してください。 




















® 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 






- 障害発生時に r 自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 

ブルー画面で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 OFF (強制シャットダウン: 
POWER スイッチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
OFF になりません。 


プ□セツサを増設後、_起動するたびにイベント□グび表示される 


オプションのプ□セ、ソサの中 
には異なるレビジョン （ステ、 ソ 
ピング)のものが含まれている 
場合があります。異なるレビ 
ジョンのプ□セ、ソサを混在し 
て取り付けた場合 、 Windows 
ではイベントビューアのシス 
テム □グにち図のような□グ 
が表示されますが、動作には 
問題ありません。 






イベント1 

日な： 

2001/07/02 

ソース 

Application Popup 

t 1 

巧刻： 

22:13 

分親 

ねし 

i 

種辨 

’博卽 

イベントの: 

41 

^ \ 

ユーザー(ぶ： 

[JBH 



电 1 

コンピュ-夕を): 

SERVER -1 




I 巧 B 月脚： 


この7ルチプ化州システムの CPU は、一部び同じ化ジョンレペルではありません。すぺ 
てのプ□セツサを侍南するためにオペレーティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
かサじま顺します。このシステムで巧題びををする巧合は、 CPU 殺這元(こ巧い合わせて 
この爲含プ化州びサポートされているかどうかを確記してください。 


データの：口"イト旧） 广ワード如0 


0000: 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













d 


キャン t ル 


[システムプ□パティ]の[全般]タブの中でプ□セツヴの名称びずれて表示される 


本装置の動作には問題ありません。 


運用•保守編 
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Windows 20 日 3 のシステム起動時に、システムイベント□グに次のような内容のエ 

ラー、および警告び記録される場合びある 


イベント ID : 

ソース： 


13 

iANSMiniport 

警告 

なし 

Intel ( R ) 〜がチームで無効化されました。 


イベント ID : 16 
ソース： iANSMiniport 

種類： エラー 

分類： なし 

説明： [チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接 

続が失われました。 

イベント ID : 22 

ソース： iANSMiniport 

種類： 警告 

分類： なし 

説明： プライマリアダプタはプ□ーブを横化しませんでした。 

Intel ( R ) 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

-ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイ 
ベント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 

システム時刻びずれる 

一 NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。 

この場合は、 NTP サーバを利用するか、 Windows Time サービスを無効に設 
定してください。 


イベント ID : 

ソース： 

種類 
分類 
説明 


11 

iANSMiniport 

警告 

なし 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
Intel ( R ) 〜 


si 










EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から本装置を起動できない場合は、次の点について磕認してください。 

n POST の実行中に EXPRESS 目 UILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n BIOS のセットアップを間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設定する 
ことができます。巨 IOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最初に 
起動するよう順唐を変更してください。 

<磕認するメニュ ー: 旧〇〇り> 


EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 t (下のようなメッセージが表示さ 
れます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理ち法 

本プ□グラムの動作対象マシンではありません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対 
象マシンで実行してください。 


この他にもシームレスセットアップやシステム診断を実行したときに障害を横化するとエ 
ラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保守サービス会社までご 
連絡ください。 

RAID システムに関するセットアップ中に障害を橫化すると RAID システムのセットアップを 
ス羊、ソプします。このようなメッセージが現れた場合は、 RAID コント□ーラまたは八ード 
ディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 

□ Boot selection 画面で 『Os installation *** default ***』 を選択した場合に]:以下のような 
メ 、ソ セージが 表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESSBUILDER は、このコンピュータを動作 
対象としていません。 

正しいバージョンをセットして 「0K」 ボタンを押 
してください。 

(roKj ボタンを押すと再起動しまず） 

EXPRESS 目 UILDER の対象マシンではありません。 

対象マシンで実行してください。 

マザーボード上の八ードウエアに関する情報を取 
得できませんでした。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障してい 
る可能性がありまず。 

(roKj ボタンを押ずと再起動しまず） 

マザーボード刻奥時など、 EXPRESSBUILDER が装置 
固有情報を見つけられない場合に表示されます。 

マザーボード上の八ードウエアに関ずる情報が不 
正でず。対象外の機種、またはマザーボードが故 
障している可能性がありまず。 

(マザーボード交換直後にこのエラーが化たとき 
は、 「Maintenance Utillity」 を使ってハードウエ 
アの情報を正しく設定してください)。 


運用•保守編 
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シームレスセツトアップについて 


< Windows > 


( D 指定したノト-ティシヨンサイズよりも小さい容量の八ードディスクドライブを使用し 

てインス I ルしようとしたときに下のメッセージび表示された 


パーティシヨンの作成が失敗しました。 
処理を続行できません。終了します。 


0 K 


一処理を続行できません。接続されている八ードディスク容量下のパーティ 
シヨンサイズを指をし、再度セットアップを行なってください。 

( D ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインストールされている 


n ホストをに2バイト文字を使用していませんか？ 

一 Windows Server 2003の場合、ホストをに2バイト文字を使用するとドメイン 
の参力□じ失敗します。失敗した場合は、コント□ールパネルーシステムからド 
メインの参力□設をを行ってください。 

LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参力□設をではなく、ヮー 
クグループ設定でインス!-ールされます。 OS 起動後に、ドメイン参力□を行って 
ください。 

® シームレスセットアップ中、が付け八ードディスクの中身が消去された 


□ OS をインス I —ルする八ードデイスクドライブ外の八ードデイスクドライブを 



接続していませんか？ 

一 OS をインス I -ールする八ードディスクドライブ U 外の八ードディスクドライブ 
を取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

ネットワークの接続名が 『Local Area Connection 』 になっている 


ー シームレス セットアップの仕様です。 

ネットワーク接続をを変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実施 
してください。 

® 指定したサイズより小さい値でパーティションが作成された 



ーシームレスセットアップを行った場合、指をした値より 8 M 目程度ルさいサイズ 
でパーティションが作成される場合があります。運用上、問題はありません。 


シームレスセツトアップで Windows Server 2003をインス I ルするとシステムド 


ライブのアクセス許可の設定が標準の設定と異なる 


ーシームレスセットアップを使用して Windows Server 2003をインス I ルす 
るとシステムドライブのアクセス許可の設定が標準の設定と異なる場合があり 
ます。詳細はマイク□ソフトのサポート技術情報を参照してください。 


URL : http :// support . microsoft . com / kb /957988 /ja 
文書番号： 957988 
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< unux > 

® シームレスセットアップ-インストールキーが、どこに記載されているか見つからない 

一 Linux サービスセット同捆の r はじめにお読みください」に記載されています。 

感 BTO (工場組み込み出荷)時の A — ドディスクに不明なノティション(タイプ vfat ) が確 

保されている 

□ Linux を目 TO (工場組み) A み化荷)で購入された場合、 Linux の再インストール用じ 

Linux Recovery パーティション(約 5 GB ) が磕保されています 。 Linux Recovery 

パーティションには、再インストールに必要なインストールディスクの ISO イメー 

ジやドライバ、アプリケーションなどが格納されています。 

ーシステム運用時に Linux Recovery パーティションが必要ない場合 、 Linux 
Recovery パーティションを削除することができます。再インス I ル時に必要 
になった場合には、 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD から Linux Recovery ハティ 
ションを作成することができます。なお 、 Linux Recover パーティションを作 
ぶするにはインストールディスクが必要です。 

@ 既存の Linux のパーティションを残したままシームレスセットアップできない 

ーシームレスセットアップでは、再インス!-ールを対象じしています。そのた 
め、既存の Linux パーティションを残したまま再インストールはできません。 
必要なデータをバックアップし、シームレスセットアップを行ってください。 

@ BTO (工場組み込み出滿時 m 外のパーティション構成でシームレスセットアップできない 

n シームレスセットアップでは、パーティションレイアウトとして 「 BTO (工場組み込 

み化荷)時パターン1〜3」および r 手動で設定する」を選択することができます。 

ーシームレスセットアップ時に BTO (工場組み込み化荷)時]: i 外のパーティション 
構成でインストールするには、 STEP 7(87 ぺージの手順10を参照)の[パーティ 
ション-パッケージの設を]画面で r 手動で設をする」を選択してください。その 
後、画面の指示に従い操作を行い、インス!-ール開始後表示される Linux の標準 
インス I ラのパーティション設を画面(テ羊ストモード)でパーティションを 
設定してください。 

Linux Recovery パーティションをインストール時に削除できない 

ーシームレスセットアップの STEP 6(87 ページの手順9を参照)の[インス!-ール方 
まの選択]画面で rCD / DVD からのインストール」を選択するか、マニュアルセッ 
トアップでインス I -ールしてください。 

③ シームレスセットアップ時にインストールされるパッケージを知りたい 

n シームレスセットアップでは、巨 TO (工場組み込み化荷)時と同じパッケージ構成で 

インストールされます。 

一巨 TO (工場組み込み化荷)時にインストールされるパッケージは 、 「Red Hat 
Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメントガイド」または 「MIRACLE 
LINUX V 4.0インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 
またはパ、ソケージの選択画賴87ぺージの手順10を参照)でにちら」をクリック 
すると、巨 TO (工場組み込み化荷)時のパ、ソケージー覧が表示されます。 
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シームレスセットアップで[実行する]ボタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インストーラが起動し言語やキーボード設定を求められる 

ーインス!-ールディスクの1枚目を挿入したまま再起動したためです。シームレス 
セットアップの[実行する]ボタンをクリック後、最初の再起動時にはすベての 
CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、言語 
や车ーボードの設定画面じなる場合は、「セットアップ前の磕認事項じついて」 
(82 ページ)を参照し、シームレスセットアップが可能な八ードウエア構成に 
なっているかを確認してください。 

シームレスセットアップで[実行する]ボタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インス I "ーラが起動しない 

->「 EXPRESS 目 ULDERJDVD またはフ□、ソピーディスクが挿入されたまま再起動 
された可能性があります。シームレスセットアップの[実行する]ボタンをクリッ 
ク後、最初の再起動時にはすベての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り 
化して再起動してください。 

すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、 
Linux 標準インストーラが起動しない場合、オプションボードなどに八ードディ 
スクが接続され、ブートする八ードディスクが BTO (工場組み么み化荷)時と異 
なる可能性があります。 

目 TO (工場組み込み化荷)時と同じ構成に戻し、再度シームレスセットアップを 
行ってください。 

シームレスセットアップでインストール時に 、 「Do you have a driver disk ? 」とい 

うメッセージが表示される 

n Linux 用ドライバディスクを要求するメッセージです。事前に Linux 用ドライバディ 
スクを用意し、上記メッセージが表示された場合 Linux 用ドライバディスクを挿入 
しインストールを継続してください。 

一 「 EXPRESS 目 UILDER 」 のトップメニューの rUnux 用ドライバディスクを作成す 
る」で作成するか、シームレスセットアップ中に Linux 用ドライバディスクを作 
成することができます。または、「オートランで起動するメニュー」 （321 ペー 
ジ)から作成することもできます。 

シームレスセットアップでインス!^ール時に、 「 CD が見つかりません。」または rcD 

Not Found 」 というメッセージが表示される 

n インス!-ールディスクを要求するメッセージです。 

ーインストールディスクの1枚目を挿入し、インストールを継続してください。 

シームレスセットアップでインストール後、次のような現象が発生する 

1 . X Window System が起動しなし Ustartx コマンドが異常終了する）。 

2. コンソール端末に表示されるメッセージが文字化けする。 

3. X Window System は起動するが、キーボード設定が英字配列になっている。 

4. ネットワーク設定が行われていない。 

一 Linux サービスセットに添がされる r 初期設をおよび関連情報について」を参照 
し、 Linux の初期導入設をを行って<ださい。 












@ フ□ッピーディスクドライブの指定で" sda " を選択したが、エラーメッセージが表示さ 

れる 

一 0 S が認識するフ□、ソピーディスクドライブのデバイスをが" sda " と異なってい 
る可能性があります。他のデバイス（通常はリストの一番最後のデバイスを）を 
選択してください。 

③ LAN ポート（コネクタ）の番号と、 0 S の認識する N にの順序が異なる 

n LAN ポートの番号と os が認識する N にの順唐が異なります。システム BIOS の N に 
の認識順と 0 S の N にの認識順が異なるため、本体装置の LAN ポートは t (下の順唐で 
認識され、デバイスをがが与されます。 


デバイス名 

ボート 番号 

ethO 

3 

eth 1 

4 

eth 2 

1 

eth 3 

2 


一 LAN による通信ができない場合は、 LAN ポートの番号と 0 S が認識している N に 
のデバイスをを上記の表で磕認し、正しい LAN ポートに接続してください。 

® Linux で Wake on Lan ( WOL ) 機能が使用できない 

n Linux で使用する LAN ポート#3, #4の制御ドライバは、 WOL 機能を1ポート (LAN 
ポート# 3) のみに制限しています。そのため、 LAN ポート#4(「2ハードウェア編」 
97ページの r 装置背面」を参照)では、 WOL 機能が動作しません。 

一 Wake on Lan 機能を使用する場合は、 LAN ポート#3に LAN ケーブルを接続し 
てください。 


才ートランメニユーについて 

( D オンラインドキユメントが読めない 

n Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

ーオンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あらかじめ Adobe Reader をインス I ルしておいてください。 

n 使用している os は Windows XPSP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に]: i 下の 
ような情報バーが表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテン 
ツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプションを 
表示するには、ここをクリックしてください...」 

この場合、じ(下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

1. 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 


運用•保守編 


397 













2 . 


ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許巧」を 
選択する。 

「セキュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

3. ダイア□グボックスじて r はい」を選択する。 

メニューび表示されない 

□ ご使用のシステムは、 Windows XPJU 降または Windows 2003降ですか？ 

一本プ□グラムは、 Windows XP/Windows 2003より前のパージョンでは動作 
しません。 

一 Windows 2000上で動作させるためには、あらかじめ E 6.0をセットアップして 
おいてください。 

n <5わげゎ车一を押していませんか？ 

一 < Shift > キーを押しながら CD-ROM をセットすると、 Automn 機能がキャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設定や CD-ROM をセットするタイミングによってはメニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから r マイコンピュー 
夕」を選択し、セットした DVD ドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 

® メニューび英語で表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示さ 
れます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペレー 
ティングシステムにて動作させてください。 

(D メニュー項目びグレイ表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一 Administrator 権限のないユーザーで□グインした場合や、本装置]: i 外の装置上 
で実行した場合など、ご使用の環境がソフトウエアのインス I -ール環境に合致 
しないとき、メニュー項目がグレイ表示されます。適切な装置、ユーザーじて 
□グイン後、再度実行してください。 


RAID システム、 RAID コント□-ラについて 

RAID システムを構成している本装置がうまく動作しない時や、管理ユーティリティが正し 
く機能しないときは次の点について磕認してください。また、該当する項目があったとき 
は、処理方法に従った操作をして<ださい。 

® OS をインス I ^ールできない 

n RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 WebBIOS を使って正しくコンフィグレーションしてください。 

® OS を起動できない 

n RAID コント□ーラの BIOS 設をが変更されていませんか？ 

一 WebBIOS を使って正しく設をしてください。 
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n POST で、 RAID コント□ーラを認識していますか？ 

一 RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を ON にし 
てください。 

一正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考えられま 
す。契約されている保守サービス会なまたは購入された販売店へ連絡してください。 

③ U ビルドびできない 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一故障した八ードディスクドライブと同じ容量のディスクを使用してください。 

n 論理ドライブが、 RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 には冗長性がないため、リビルドはできません。 FAIL になった八ード 
ディスクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

( J ) オートリビルドびできない 

n 八ードディスクドライブを巧換(ホ、ソトスワッスするときに十分な時間を空けまし 
たか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化して 
から取り付けるまでの闇に60秒じ(上の時閨を空けてください。 

@ A - ドディスクドライブび Fail になった 

一契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡して<ださ 
い。 

@ 整合性チェックび実行できない 

n 論理ドライブが 「 Degraded 」 になっていませんか？ 

一故障している八ードディスクドライブを交換し、リビルドを実施してくださ 
い。 

n 論理ドライブの RAID レベルが RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 は冗長性がないため整合性チェックができません。 


オンボードの RAID コント□-ラ （Mega RAID ROM 目)用 
バッテリについて 

1. バッテリを交換した後は、充電ならびに、放充電が行われます。このサイクルを実施し 
ている期間、 POST 中に次のメッセージが化力される場合がありますが運用上の問題は 
ありません。 

Your battery is bad or missing , and you have VDs conrigured for write-back mode . 
Because the battery is not usable , these VDs will actually run in write-through 
mode until the battery is replaced . 

The following VDs are affected : xx ， xx ， xx ， xx ， xx，xx 
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2. POST 中に]: i 下のメッセージが表示される。 


The battery hardware is missing or malfunctioning , or the battery is unplugged . If 
you continue to boot the system , the battery-backed cache will not function . 
Please contact technical support for assistance . 

Press " D " to disable this warning (if your controller does not have abattery ). 

オンボードの RAID コント日ーラ (MegaRAID ROM 目)のパ、ソテリの故障が考えられます。 
契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連絡してください。 

3. オンボードの RAID コント日ーラ (MegaRAID ROMB ) のバ、ソテリが認識されない、また 
は POST にて]:のメッセージが表示される。 

Your battery is bad or missing , and you have VDs configured for write-back mode . 
Because the battery is not usable , these VDs will actually run in write-through 
mode until the battery is replaced . 

The following VDs are affected : xx 
Press any key to continue . 


n バッテリの充電率が低い可能性があります。 

ー バッテリを充電するためじ数時間システムを通電した後、再度 POST メッセー 
ジを磕認してください。 

WebBIOS を使用してバッテリ ステータス 画面で磕認することができます。 
上記の処置を実施してち認識されない場合は、バッテリの故障または寿命の巧 
能性があります。バッテリの製品寿命は約2年です。契約されている保守サービ 
ス会社、または購入された販売店へ連絡して<ださい。 


ExpressPicnic について 

ExpressPicnic び起動できない 


一 ExpressPicnic は、 「 Microsoft ® HTML Application host 」 で実行する必要があ 
ります。 

起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML Application host 」 の関 
連付けを行ってください。 

(1) Windows のスタートメニューから[ファイルをを指定して実行]を選択する。 

(2) % windir %¥ system 32¥ mshta.exe /register と入力する。 


ESMPRO について 


ESMPRO/ServerA 呂 ent(Windows 版）について 


ーミ付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD 内のオンラインド羊ユメント 「 ESMPRO / 
ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方ま 
やその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 
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ESMPRO/ServerA 旨 ent(Unux 版）について 

ーミ付の 「 EXPRESS 目 UILDERJDVD 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
ServerAgent Ve 「.4.2 (Unux 版) ユーザー ズガイド」、 「 ESMPRO/ServerAgent 
( Linux 版)インストレーシヨンガイド」で詳しい使い方やその他の補足説明が記 
載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerMana 旨 er について 

ー ミ付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD 内のオンラインド车ュメント 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「インスト レーシヨンガイ ド」 でトラブルの回避方まやその他の 
補足説明が記載されています。参照してください。 


情報提供ツール 「 NEC か5のお知5せ J 

@ .NET Framework Version 2.0 lU 降をインス I ル時に、情報提供ツール 「NEC 

からのお知5せ」を終了させる旨のメッセージび表示される 

一情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 JU 降をインストールする場合、事前じ情報提供ツー 
ル 「 NEC からのお知らせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 「 NEC か 
らのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス I -ールを開始 
してください 。 .NET Framework インス!ル終了後、情報提供ツール 「NEC 
からのお知らせ」を起動させて < ださい。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 
す。 


n-O • ly 降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員か5情報採取の 
依頼びあったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表 
示されることびありますび、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動すると、障害情報び正しく採取でをません。 


イベント□グの採取 

本装置に起きたさまざまな事象(イベント）の□グを採取します。 


n-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場台はいったん再起動してか5作 
業を始めます。 


■ I ： オプションのプロセッサの中には異 

1ント I なるレビジョン（ステッピング）のも 
のが含まれている場合があります。 
異なるレビジョンのプロセッサを混 
在して取り付けた場合、 Windows 
ではイベントビ ユーアの システムロ 
グにじ(下のようなログが表示されま 
すが、動作には問題ありません。 




ィぺシト1 

日か 

2001/07/02 

y づ： 

Application Popup 

t 1 

時刻： 

22:13 

み辨 

ねし 


梗辨 

‘博郎 

イベントの: 

41 

♦ 1 

ユーザー (が： 

[JBH 



% 1 

コンピュ-夕を): 

SERVER -1 




説明の)： 

この7ルチプ□セツサシステムの CPU は、一部が同じ化ジヨシレペルではありません。すぺ 
てのプ□セ州をほ用するた脚こオペレーティシクシステムをシステムで巧能な最小のプ日 
た、クサにお腿します。このシステムで間題びををする場合は、〇…製话元け。3い合わせて 
この混合プロセ州がサポ-卜されているかどうかを鹿忍してくだぞい。 


データの：バイトの） 广ワードかめ 


9000: 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 

jd 

0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

岛 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 















0 K I キャン t ル」 適巧お) 


1 . コント□-ルパネルか6 [管理ツール]-[イベントビューア]をクリ、ソクする。 

2 . 探取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーシヨン□グ]には起動していたアプリケーシヨンに関連するイベントが記録されてい 
ます。[セキュリティ□グ]にはセキュリティに関連するイベントが記録されています。[システ 
ム□グ](こは Windows のシステム構成要素で発生したイベントが記録されています。 
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3. [操作]メニューの[□グファイルのを前を 
付けて保存]コマンドをクリ、ソクする。 



J 巧け表示咕） JI 和■^;1曲|阻:|闇画 


U リ yT'iJ レ任 r お 


□ヴ7ァイルのお前を巧けてな巧(が… 


すパ:てのイパ:シトを消去(岛 


おおの変を(凹） 
最巧の情卽に更巧(己 
一居の I ウスポート(じ 


プ□バティ(垃 


AJ レプ(吐 


-シヨ!/ □- 


■ 

P 1 

— 

麻 


博卽 


博卽 


博卽 


盾卽 



「 

博卽 

hi 


4. [ファイルを]ボックスに保をするアーカイブ□グファイルのを前を入力する。 

己.[ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] をクリックす 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 

構成情報の採取 

本装置の八ードウエア構成や内部設を情報などを採取します。 

情報の探取には r 診断プ□グラム」を使用します。 



運 

用 

ik 

守 
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I M-O STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場合はいったん再起動してか 5 作 
業を始めます。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリックす 
る。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [システムツール]-[システム情報]をクリ、ソクする。 
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4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保を]コマンドをクリックする。 


ンピュ-りの昔巧 


欄が互） 泰示 W 、ツールの |j 和 -► I 臣] 



すパ;てのクスウ(に） ► 


En 刷(扭 

展巧の情卽にを巧(亡) 
一臣の: L ウスポ-卜(じ 


AJ け(が 


评ステ 

bn -ド 

じ!ェ V ポ 
口のい 
CJlnterr 


面.〇 Internet Explorer 5 
申..渴バ 7 才-マ>ス n ウと普ち 


5. [ファイルを]ボックスに保存するファイルのを前を人力する。 
巨.[保を]をクリックする。 


ユーザーモードプ□セスダンプ(ワトソン博±の診断情報) 
の採取 

アプリケーションエラーに関連する彰断情報を採取します。 

詳し <は「導入編」の r ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法」 (71 ページ)を参照して < だ 
ぎい。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保ちした場合 
は、ラベルに 「 NT 巨 ackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは r メモリダンプ（デバッグ情報)の設 
定」を参照してください。 

n-O • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作ずるとシステムの運用に支障をきたずおそれびあります。 


• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび表 
示される場台びありまずび、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直 
すと、データを正しくダンプできない場台びありまず。 
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採取のための準備 

DUMP スイ、ソチを押してダンプを実行した後に本装置をリセ、ソトできなくなる場合がありま 
す。この場合、強制シャットダウン (309 ページ参照)で本装置を強制的にリセットしなけれ 
ばならなくなりますが、 BIOS セットアップユーティリティ！ " SETUP 」 のに ecurity 」 メニュ ー 
の 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定しておくと、 POWER スイッチの機能が無効 
になるため、強制シャットダウンができなくなります。 

万一の場合、強制シャットダウンで本装置をリセ、ソトできるように次の手順に従って本装置 
の設定を変更しておいてください。 

1. 本装置の電源を ON にして、目 I 0 S セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を起動するに16ぺージ 
参照)。 

2. 「 Security 」 メニューの 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Disabled 」 (こ設定する。 

3. 設定内容を保をして、 SETUP を終了する。 


メモリダンプの採取 

障害が発生し、メモリダンプを採取したいときに DUMP スイ、ソチを押してください。スイ、ソ 
チを押すときには金属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用巧)をスイ、ソチ穴に 
差し込んでスイ、ソチを押します。 

スイッチを押すと、メモリダンプは設をされている保存先に保存されます（プ□セ、ソサがス 
トールした場合などではメモリダンプを採取できない場合があります）。 
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IPM 帽報のバックアップ 

IPMI 情報を採取します。情報を採取するためじは、 ESMPRO / ServerAgent がインストール 
されていなければなりません。 


1. スタートメニユーから[プ□グラム;!一 [ESMPRO ServerAgent ]— 忙 SRAS ユーテイリテイ]を選 

ノ5、〇 

正 SRAS ユーティリティ]ウィンドウが表示されます。 


2 . ツリービューより[最新情報]を選択し 
て、□一カルコンピュータの情報を取得 
する。 


データが表示されれば取得ができたこと 
になります。 


&-=>[5糾^5ユーティリティ 


7 W ル(り 奉元. W " U 八出 


ESRAS ユーティ U ティ 


幽 

向...踊! NEC-SERVER 

白…。 Intelligent Platform 


^互 G 最斩博卽） 
^12 がッ胖ッ71昏卽 
宮 Network 


Management In わ 


3. [ファイル]メニューから[現在の IPMI 情報 
をバックアップする]をクリ、ソクする。 


■- => ESRASZL - x - fUx-f 


I 現をの IP 


ホニ^\へ り I つ Wi I 、 


現をの IP Mm 卽を V '川7のする 

" h で "- Ih — Jil YT ^ホこ/广、 


が.?巧.'前了ィ ルの表示中 it 吃） 




77リク-別ンのが了蜡 

; ..... U が.师 Wf 誦 
^ Network 


int Lite 


4. バックアップ対象のコンピュータをを確 
認する。 

己.退避するバックアップファイルをと保存 
する場所を指定して[バックアップ]をク 
リ、ソクする。 



406 














































システムの修復 


-Windows Server 2008の場合一 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用して 
システムの修復を行うことができます。ただし、この方まは詳しい知識のあるユーザーや管 
理者のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 


—Windows Server 2003 x 64 Editions，Windows 
Server 2003の場合- 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい巧識のあるユーザーや管理者 W 外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

n-O • システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 Windows の場 
合は、システムのアップデートに加え、各種ドライバをアップデートしてください。詳 
しくは EXPRESSBUILDER に格納されている各 OS のインストレーシヨンサプリメン 
トガイドの r システムのアップデート」、「ドライバのインストールと I 羊細設定」を参照し 
て < ださい。 

• 八ードディスクドライブび認識でをない場合は、システムの修復はできません。 


運用•保守編 


407 







媽化保管 

本装置を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



A ミ主意 


瓜爪 

0 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。乂傷 
やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 m ペー 
ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 二人下で持ち上ばない 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• プラグを差し込んだままインタフ I ースケーブルの取り付けや取りがしをしない 


VI -0 • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
ヴービス会社に連絡してください。 

• J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいて 
<ださい。 

• J \- ドディスクドライブを内蔵している場 S ホ A — ドディスクドライブに衝撃を与えな 
いようにま意して本装置を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本装置を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に 
保管することをお勧めします。 

本装置を保管ずる場台は、保管環境条件(温度：-10で〜己已で、湿度： 20%〜80%) 
を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. フ□、ソピーディスク、 CD - ROM をセットしている場合は本装置か6取り化す。 

2. 本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消好）にする。 

3. 本装置の電源コードをコンセントか6抜く。 

4. 本装置(こ接続しているケーブルをすべて取りかす。 

己. 175ページを参照してラックか6取り化す。 

巨. 3人]: i 上で本装置の底面を持って運ぶ。 



本装置の前面のフ□ントべゼルを持って、持ち上げないでください。フ□ントべゼルびがれて 
落下し、けびをしたり本装置を破損してしまいます。 

7. 本装置に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 

輸送後や保管後、本装置を再び運用する場合は、運用前にシステム時計の磕認•調整をして 
ください。システム時計を調整してち時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、 
お買い求めの販売店、または保守 サービス 会社に保守を依頼してください。本装置、およ 
び、内蔵型のオプション機器は、寒い場所から暖かい場所に急に持ち a むと結露が発生し、 
そのまま使用すると誤動作や故障の原因となります。本装置の移動後や保管後、再び運用す 
る場合は、使用環境に十分なじませてからお使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


本装置の巧話について 


本装置には『保証劃が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期闇中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容じちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

謂"〇 • NEC 製 m 夕 K サードパーティ）の製品または NEC が認定していない装置やインタフエー 
スケーブルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いかねます 
のでご了承ください。 

• 本装置に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業者名、製造国び明記さ 
れた銘板び貼ってあります。販売店にお問い合わせずる際にこの内容をお伝えくださ 
し、。また銘板の号機番号と保証書の保証番号び一致していませんと、装置び保証期間内 
に故障した場台でも、保証を受け5れないことがありまずのでご確認ください。万一違 
う場台は、販売店にご連絡ください。 
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バッテリの巧証について 


本装置じは、内蔵の時計用とオンボードの RAID コント□-ラ (MegaRAID ROMB ) 用の2種 
類のパ、ソテリが内蔵されています。 

-内蔵の時計用のバッテリ 

本バッテリの保証期闇は5年です。時計が停止したり、遅れるようじなった場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

-オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAID ROMB ) 用のバッテリ 

本バッテリの寿命は、使用環境および運用条件によって異なりますが、おおむね2年もし 
くは、充電回数が約500回です。 

バッテリは有償を期を換部品となっております。バッテリに表示されている日付より2年 
を経過した場合には、販売店または保守サービス会社に連絡してください。有償にて巧 
換いたします。 


修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 W 下の手順を行 って<ださい。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 


② 「障害時の対処(355ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされていること 
を磕認します。 

④ 市販のウィルス橫化プ□グラムなどで本装置をチェックしてみてください。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本装置のランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご磕認<ださい。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し a みください。 

I n-O 本装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできません。ご了承くだ 
居軍3 さい。 
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修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報* 

n 本装置-周辺装置の記録 

* 402ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会社 
から指示があったときのみ用意してください。 


巧守用部品について 


本装置の保守用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のごネ目談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コール(こより優先的に技術者を派遣し、修理じあたります。 
この保守方式は、装置(こ応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間(こ維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの 
詳細については 、 「NEC 8番街 ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 


I n-O • サービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• サービス料金は契約する曰数/時間帯により異なりまず。 


411 


運用•保守編 












情報ヴービスについて 


Express 5800シリーズに関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
しています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストっンタクトセンター TEL 03 -34 曰曰-曰800(代表） 

受付時闇/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の本装置を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『NEC 8番お』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://club.express.nec.co.Jp/ 

に lub Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる 上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 


http://www.Tielding.co.jp/ 

NEC フィールディング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリユーシヨン、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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